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ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を契機として、日本国内では、 

相手国領域内でミサイル発射を阻止する反撃能力、敵基地攻撃能力の 

保有を巡る議論や憲法第９条改正論議が活発化しています。 

こうした状況の中で、現行憲法下での集団的自衛権の行使や敵基地 

攻撃能力の保有は許されるのか、ひいては憲法第９条の現代的意義や 

改憲の是非について、多角的な視点から考えてみませんか？ 
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